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９月26日（ﾛ）第２会場　午後1 :00～5 :00

塩業,こよi名参列類の如水介解
式帑市衣.生科　o籐岡修三不破薦欠

〔(社)日本家政学会

　【目的】飯消化換勿聊爾(*, ヽ･^̂ 化酵素x,ま勿辨され句い伽家でiさあ^が，哨内概生物

により分所利用士れる^のもあ2> 3 と1古佃られている．昔教贋随lcよって一命水帑される
可粘性も予笥-iriH.る．屹こで，爾飛心主成分xある匍

糖類に作明古世て, 硝化における塩酸．役割-t碓認寸るn旬で，この実陳‘を.糾みた・

　け蔵〕喫験肪料（ジャガイモ毅粉，七/しロー乙つ．レラ~J, マンすン，イヌ,')ン，昧

瓦T’レヤン鰍バぐ0于乙キ于ソセ用いた．きた孵しい甘味料として暉発,喫.用化きれっ

っあ?ネオ･シュガー（フラクトオリゴ龍）も喫瞭将耕にｶﾛ久i^。

　方茲’軋各樟今喘癩‘孔・応夜がHi， pri3 ゛.俘るき･うに塩瞰を如えて，ﾖﾌﾟCでら1,

3 屹(.て? 瞬問反応t郷った．勿辨奔は･夕owoj戸一泊も-n.呟゜量元力の増がより永め%．

　i喘果）岬lで塩蹄を作爾・±教場暫，うヌリン, 寡天加あび考オ’゛・ガー-t還元力の４

吻ロぞみられ1=．一乱 pHBの粂件では，S‘時間反.応後で吝，窄嶮秒禰癩（雅んダ量ﾗD力

の唯加^示さ刄かった．ダヤガイモ藪紛"ホ, 糊仏を鰐埓っても，今且の希曹で唯々所々昨

がたいぶうでヽあｙ

かぎりで'I糾胃峻（屹の々解(こ鳶んど関与して口略いことが帑らかと俘フ1= . T U こり

峠界から, ･1ヌりンI紀pけl でl叫周反一Tiui-tt二布段備で,勿善根の才りゴ囃が慢心さ礼だ

A 63 者物繊維。い^ ラ，ﾚ吸着ドおよぼ丿vwの影響につ1･マ

茄山永^難尺　　o 剱共踊江　　　吟刈μとえ

　目的　ﾉh嚢^- r 5 i D;et。r'Jf･ber 素核とレて釆^工京的，^*･]呼 する蹄。^麦C3. 5 ま･わこ

多量に含まれ７いる倆テン叔／)しそラ，レベ謝I-- およぼすg の効果-,ヽ考丞^ れ孝。そごで･･，

われわれににれらの作用乞抑副す? i:こめの前処理iこついマ麗討u ,　これIf･め賓験鱈累を

直レ-t , 酢暖かn 1･最t 効果的r, ステン酸t 球玄レ,いヽも, 4:物熾粗織^とほとんと啼

丈し■I"*い1ヽ･刮(41可しヽ･あ% ことt朗らりヽにレ瓶告レマ芦に冷& [ぶ／^物漸維の摂政^ ダ)i#

加四竹う？不ラ･レ吸収｡阻瀋卜團or る那免の差礎的な尹一タを嶮ろため/' ネ詞曳を行呑った。

　が傭　食物歓維冰としｙ小麦お^ま, ソ/レかフのフシ官心ロース/ヽ゜ウr－,ごぼう珊｀

菰と貿験用サンフりレとし・硬用レり。前処戎a前a同様ｸ･古茲て･･おこりフね。ごれs ≪サ

ンフ･/レt , Fe ，Ca i s-o叩即吻ちZn t 加叩タ/^れt 艮入レか朗ダバ，7．の3 片肺の＆作r 瀋

爽字-fりθ‘C。μ時闇仁

，？%ラ，レ。タ仰は淳式蹟化'■/% T,ふこりい, そ・稜，原^吸光μr剌見むｰた。

　結峯　小表ふ･ff ま釆処理め場合, Co.. Z。はPf^ケ。^康呼マしFe は叫6 め瘍誠'I や吃れ吃¨

れ，μ～μ加の咳着値i 柔レ, 最4; あい-iIt･あっt-。μ鰐ざμとして(J To*s｀t;りgμ溥V最i

あvヽ吸1 値を示し, 叫げぷるt a ほとん'c･嵯められtj. ■,ヽ-1f-。ソ･レかフロヽリの嶋ぷ, Zn,Cn.

ﾀﾞ･吸蕭は唇^ μ低v lit 奪t.　し1ヽ仁四μよ･i 友化はみられなかった。3. fこ,＆a Zらな

と* ら7 た現象を啄らpti i t--最i 烏u- t及着効果^ 薬しfこ。-C
，レ・-
スパiフダ－, -"/?"う

頓t り司藤・)破伺1｡あった. 本実験き-Jtレ乙　ミ年ラIレ。／食捗晰紅･ヽダヽ咄わ戸馴* 4ヽ勿麟ヽ

蛙の穐卵，PH，前島爽方禰ダ･iLいに強<勧馮?^ れ^ - te-o^"彦むい昨乱


